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掛川市防災訓練３カ年計画（抜粋） 

 

１ 掛川市防災訓練３カ年計画の意義 

 災害への対応に関しては、災害対策基本法、防災基本計画、その他各種規定等に基づき

防災訓練を行うことが定められている。 

 しかしながら現状は長期的視点に基づく段階的訓練になっておらず、また住民の防災に

関する知識及び意識も地域によって大きく異なる。 

 このため、一定期間内に地域防災能力の一定水準への引き上げを目的として、掛川市防

災訓練３カ年計画を作成する。本訓練を推進することで大災害発生時においても、市民、

災害対策本部及び関係機関が自助・共助・公助の三位一体により大災害を乗り越え、新し

い掛川市を創造できるものと思料する。 

 

２ 防災訓練の目的 

 災害対策本部（公助）の災害時の応急対策に関する検証・確認による能力向上と市民の

防災意識の高揚（自助・共助）を図り、災害発生時及び災害関連も含め災害死者数ゼロを

目指す。その際、災害対策本部（公助）及び自主防災会（自助・共助）の現状の能力に応じ

て訓練を選択できるものとし、３年後に全ての項目において所望の練度の完整を目指す。 

 

３ 防災訓練に当たっての基本方針 

（１）実践的、効果的訓練の推進 

（２）多数の主体が参加、連携する訓練の実施 

（３）防災関係機関等相互の連携強化 

（４）災害被害を軽減する住民の意識醸成に寄与する訓練の実施 

（５）男女共同参画及び要配慮者の視点に立った訓練の実施 

（６）計画的・体系的訓練の推進  

（７）デジタル等、新技術の活用 

（８）感染症に配慮した訓練 

（９）訓練の客観的な分析・評価の実施  
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４ 掛川市の目指す姿 

（１） 災害対策本部（公助 略） 

（２） 市民（自助・共助） 

 目指す姿 細部 訓練レベル 

市１ 自助、共助の重要性を理解

している 

地区防災計画を策定している 

地域で防災訓練が計画できる 

Ⅱ 

Ⅰ 

市２ ハザードマップを理解して

いる 

自分が避難すべきか正しく理解している Ⅰ 

市３ 警戒レベルを正しく理解

し、正しく行動できる 

警戒レベルに応じた行動を正しく取れる Ⅰ 

市４ 家庭の避難計画を作成して

いる 

災害（地震、風水害）に対応した避難計

画を作成できている 

Ⅰ 

市５ 地域防災計画につながる地

区防災計画を作成している 

地区防災計画が実効性を有している Ⅱ 

市６ 若者、女性が地域防災に参

画できている 

若者、女性の観点を取り入れた地区防災

計画、地区訓練が策定できる 

Ⅱ 

市７ 自主防災会と消防団が連携

を取れている 

自主防災会が消防団と常日頃から連携で

きており災害予防及び災害時に協力体制

が取れている 

Ⅲ 

市８ 避難所運営が地域のみでで

きる 

支部員がいない状況においてアクション

カードを用いて地域住民のみで避難所運

営ができる 

Ⅱ 

市９ 地域で要配慮者を避難させ

ることができる 

避難行動要支援者を確実に掌握できてお

り、地域で避難させることができる 

Ⅲ 

市 12 市民トリアージができ、救

護所までの搬送ができる 

市民トリアージの理解が進み、一部の市

民が実際に行える 

Ⅲ 

市 11 子供の頃から防災に関して

知識を有する 

全小学生が知育、体育、徳育を理解して

いる 

Ⅰ 
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５ ３カ年訓練計画 

（１）訓練実施にあたり着意すべき事項 

   ・ ３カ年で目指す姿を達成するため、段階的に訓練を行う。 

   ・ 市民の練度に関しては自主防災会ごとに把握に努め、段階的訓練を行う。 

   ・ 自主防災会は消防団等と連携するとともに女性及び若年者の意見を取り入れた

自主的訓練に努め、危機管理課は全面的に支援する。 

 

（２）訓練計画（抜粋） 

・ 情報伝達・収集訓練 

 － 自主防災会等防災関連機関との通信網を活用した情報収集（Ⅰ） 

 － 住民とのネット、アプリ等を活用した情報収集・伝達（Ⅰ） 

 － 避難の周知徹底等住民の安全確保及び土砂災害等二次被害防止のための広報（Ⅰ） 

・ 水防訓練 

 － ハザードマップ、警戒レベルの理解と避難行動（Ⅰ） 

 － 警戒区域居住者の把握（Ⅰ） 

－ 消防団と連携した土砂災害警戒区域、氾濫地域への避難の呼びかけ（Ⅰ） 

 － 排水ポンプを活用した内水氾濫、浸水地域への対応（Ⅲ） 

・ 掛川市総合防災訓練 

 － 夜間、長期間の避難、帰宅困難者支援、広域同時被災への対応(Ⅲ) 

 － 緊急輸送路確保のための車両の流入規制、交通規制、信号機滅灯対策（Ⅲ） 

 － BRN 等の活用（Ⅰ） 

・ 避難所運営訓練 

 － 避難所開設及び運営、給食、給水、非常用トイレ等設置（Ⅰ） 

 － 自宅、車中泊を含めた被災者の所在、ニーズ、健康状態の把握（Ⅱ） 

 － 女性視点の取り入れ（女性の参画、女性専用スペース、防犯ブザーの設置）（Ⅰ） 

 － ペット同伴（Ⅱ） 

 － 避難行動要支援者の避難生活（Ⅲ） 

・ 家庭における個別訓練（確認） 

 － 「自宅周辺の災害リスク及び避難経路」を予め確認した上で「家庭の避難計画」の

作成及び家庭内での共有。特に子供の理解の促進（Ⅰ） 

・ 掛川市地域防災訓練 

 － 地区防災計画に基づく火災時の消火、延焼防止、負傷者救出・救護、トリアージ、

医療機関への搬送（Ⅲ） 

 － 女性及び若者の参画（Ⅰ） 

－ 要配慮者の置かれた様々な状況を踏まえて地域住民と行う避難誘導訓練（Ⅱ） 

 － 避難行動要支援者名簿も活用した大規模な住民避難及び屋内避難（原子力災害）（Ⅲ） 

 － 災害時の運転方法の普及啓発（Ⅲ） 
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５  参考：訓練実施内容（令和５年 中央防災会議 訓練大綱 抜粋） 

訓練項目 内容 

２ 応急対策訓練 

（災害対策本部運営

訓練） 

（情報収集訓練） 

（避難所運営訓練） 

（遺体収容所運営訓

練） 

（協定先個別訓練） 

（自主防災による避

難所開設訓練） 

 

発災時に災害対策本部において速やかに応急対策の指示が発出でき、

各班が締結事業者等と連携し応急対策が実施できるとともに、市民が

地区防災計画に基づき自助共助が行える訓練に努める。 

・ 災害時に災害対策本部運営訓練における応急対策指示訓練（災２） 

・ 同時多発火災の要避難地域の設定、消火・延焼防止、負傷者の救

出・救護、トリアージ訓練、医療機関への搬送、救護所及び遺体収容

所の設置訓練（災２，３、６、１１、市１、１０） 

・ 協定に基づく広域応援訓練と支援体制の点検（災４、８） 

・ 自衛隊、緊急消防援助隊、広域緊急援助隊等の受け入れ（災４、

６） 

・ 避難所開設及び運営、給食及び給水並びに非常用トイレ対策等の

対応訓練（市８） 

・ 自宅、車中泊を含めた被災者の所在、ニーズ、健康状態の把握訓

練（災１０、市８） 

・ 避難所開設などにおいて、女性視点を取り入れた訓練（運営への

女性参画、女性専用スペース（更衣室、授乳室）の設置、防犯ブザー

の設置等）（市６、８） 

・ 2 次避難を想定した訓練（災９） 

・ 地域住民や地元企業による応援訓練（災８） 

３ 自主防災訓練 

（家庭における個別

訓練（確認）） 

（避難所運営訓練） 

自主防災会を中心とし地区防災計画に基づいた訓練をはじめ、地域の

一員としての学校・障害者団体・NPO・ボランティア等の参加・協力を

求めて行われる地域住民等の連帯による地元密着型の自主防災訓練 

・ 「 自宅周辺の災害リスクや災害時の避難経路等」を予め確認し

た上で「家庭の避難計画」の作成及び家庭内での共有及び訓練（市２、

３、４） 

・ 地域住民が助け合って行う初期消火、負傷者の救出、応急救護、

給食給水、災害関係情報の収集・伝達・広報等の訓練（市１、７） 

・ 要配慮者の置かれた様々な状況を踏まえて地域住民等と行う避難

誘導訓練（災３、市５、９） 

・ 避難行動要支援者名簿等も活用した大規模な住民避難及び屋内避

難に係る訓練等、特に要配慮者に重点を置いた避難誘導訓練（災３、

市５、９） 

・ 個別避難計画に記載されている避難先や避難支援等実施者と合流

する場所（玄関先等）まで移動する訓練（市９） 

・ 避難行動要支援者の避難生活訓練（災７、市８） 

・ ペットを伴った避難及び受入訓練（災７、市８） 

・ 地域住民と NPO・ボランティア間の協力による救援活動・救援物

資等の支援の受入、調整等に係る訓練（市７、８） 

・ 夜間における災害発生時に対応した訓練並びに長期間の避難及び

帰宅困難者支援訓練等、広域・同時被災に対応した訓練（災３、市１） 

・ 通訳ボランティアの支援による「災害多言語表示カード」を使用

した外国人に対する避難誘導訓練（災１３） 
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７ 津波、水害、土砂

災害が懸念される地

域における訓練 

近年の風水害の教訓等、地域の特性を踏まえて、住民、観光客、施設

管理者等の参加協力を得るよう努めつつ、以下の訓練に努める。 

・ 住民や観光客等不特定多数を対象とした避難・誘導訓練、救出・

救護訓練（災３、６、９） 

・ 津波危険予想地域における沿岸部の警戒監視、津波警報等と避難

指示（緊急）の伝達・広報訓練及び住民、観光客の早期避難・誘導（災

３、９） 

９ 感染症拡大防止

に配慮した避難所開

設・運営訓練 

感染症拡大のおそれがある状況下での災害対応に備え、感染症拡大に

配慮した訓練に努める。 

・ 避難者の体温測定等体調確認（災７、市８） 

・ 発熱、咳ある者、濃厚接触者と一般避難者の滞在スペースの割り

振り（災７、市８） 

・ それぞれの滞在スペースについてパーティションを活用したスペ

ースの確保（災７、市８） 

・ 避難所運営スタッフの防護具の利用等（災７、市８） 

 


